

























　　 3 ．英米法のやり方：過失責任の一般条項  （以上、95巻 1 号）
Ｃ　民事不法行為（civil wrong）の再構築




























　　 2 ．組織過責についての責任（défaut d’organisation/colpa d’apparato）
　　 3 ．製造物責任
































の 3 段階構造が、出発点としては役に立つ。しかし、それは 4 段階に変容させら
れるべきである。
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る。
ｃ）コモン・ローと大陸法からの例
　コ モ ン・ ロ ー か ら の 著 名 な 例 と し て は、 ア メ リ カ の ポ ー ル ズ グ ラ フ
















































































（116）　ECJ, Case C─203/99, Veedfald v. Århus Amtskommune 2001］ ECR I─3569. これについ
ては、特に Brüggemeier, Tort Law in the European Union, 2018, pp.196/197を参照。










































































































































































審判決を、 2 つの手続のうちの 1 つめで破棄した（Cour cass., 10.10.2018 ─ PIP 事件）。
（130）　これについては、フランスのカタラ草案1353条およびヨーロッパ不法行為法原則4：202














































































































































































































































































C と D である。それを校正する過程で、前号（早稲田法学95巻 1 号）掲載の前半
部分の訳語の誤りに気付いたので、お詫びして訂正する。




　「過責責任」については、95巻 1 号401頁の「 3 ．訳語・表記など」の（ 1 ）を参
照 い た だ き た い。 他 方、「遠 隔 不 法 行 為」 に 訳 語 を 変 更 す る 理 由 は、 教 授 の
Distanzdelikt 概念はドイツ法の Distanzdelikt の法概念を基礎とする侵害類型のと
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の 2 カ所）。関連して、上記の第 1 回掲載分の「ポストモダン」という訳を「ポス
ト近代」と訂正する。
2 ．本年 2 月に、ブリュッゲマイアー教授から、本講演のドイツ語版を若干改訂し
た 上 で、 昨 年12月 に Gert Brüggemeier： Grundstrukturen des zivilrechtlichen 
Delikts. Eine historisch─komparative Bestandsaufnahme unter Abgrenzung zum 
amerikanischen und englischen Common Law, AcP219（2019）, 771ff. として公刊し
たとの御連絡をいただいた。副題が「英米コモン・ローとの対比における歴史的・
比較法的現状把握」と若干変更され、注73以下で 9 つの注が追加されているが、目
次には変更がなく、論旨は変っていない。本邦訳と併せて参照いただければ幸いで
ある。  （瀬川信久）
